
2014年グローバル鉄鋼業界
チャンスの中に利益を見出す
～将来の需要に備える～
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世界の鉄鋼メーカーの総生産能力、生産量および消費量

出典：World Steel Association, BREE and ‘Initiating on Indian Steel Industry: Steel 
Support for Superiors Returns,’ Metals & Mining, Jefferies, 2 October 2013.
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鉄鋼業界にとって最大の脅威は過剰生産能力 
鉄鋼需要の見通しが徐々に改善されているという兆しがある一方
で、過剰生産能力は依然として鉄鋼業界にとって最大の脅威となっ
ています。鉄鋼業界は長年にわたる過剰な生産設備とマージンの
低下がもたらした過酷なプレッシャーに立ち向かうため、懸命に努
力しています。

生産設備の一部は今後10年間に削減が予想されているものの、
一方で鉄鋼メーカーは2020年にかけて生産能力の増強計画を
発表しており、鉄鋼メーカーの設備投資が依然として活発である
ことが分かります。

しかし、これらの新規の設備投資を考慮した上で、鉄鋼業界が持ち
こたえられるだけのマージンに達するためには、全世界で約3億
トン分の生産設備を削減し、設備稼働率を80%未満から85%超に
引き上げる必要があります。

生産設備の恒久的な閉鎖が市場にバランスをもたらす唯一の
解決策ですが、多くの国で国有企業が関与していること、そして
採算性の有無にかかわらず雇用維持のため政治的なインセンティブ
が加わることから、短期的にこの実現には困難が伴うでしょう。

中国政府は、2018年までに8,000万トン分の生産能力を削減する
ことを政策に掲げていますが、世界全体では生産設備は増加して
います。

中国では市場の再編と統合が進み、今後一握りの大規模鉄鋼
メーカーが出現し、国際競争の激化につながるでしょう。

「持続的な成長を確保するために、
鉄鋼メーカーは自社のビジネスモデルの
脆弱性と戦略の柔軟性を検討する
必要があります」

EY グローバル鉄鋼リーダー
アンジャニ・アグラワル

エグゼクティブ
サマリー
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競争の激化が市場に
変革をもたらす
鉄鋼メーカーは、価格のボラティリティ
（変動性）、需要の中心地のシフト、複雑な
サプライチェーン、生産性、費用効果など
の多くの課題に取り組んでいます。生き
残りを賭けた鉄鋼メーカーの競争が激化し、
特に高付加価値、高マージンの鉄鋼製品
で顕著になるとみられています。

また、市場競争の激化は、鉄鋼業界で限界
費用曲線が平坦になっていることからも
生じるでしょう。熱間延圧コイル(HRC)
メーカーの85%は、限界生産費（追加1トン
当たりの生産コスト）の差が100米ドル未満
の中で事業を営んでおり、さらに46％は
限界生産費の差が50米ドル未満の間で
ひしめき合っていると思われます。費用
曲線上でメーカー間の序列にほとんど差
がない場合、生産性の向上または資本コス
トの変化など、事業環境におけるわずかな
変化が、順位や競争力、最終的には企業
存続といった急激な変化につながる可能性
があります。こうした変化を常に注視し、
常に新たな価値を作り出せるかどうかが、
成功の鍵となるでしょう。

負債比率が高く、資金調達の手段が限られ
ている鉄鋼業界では、今後2～3年に生産
能力の10～15%を削減するよう圧力が
高まるでしょう。これによって、以下のような
影響が考えられます。

▶ 鉄鋼業界の合理化を目的とした、強者が         
弱者を吸収するM&Aの増加

▶ 金利上昇前の低金利を活用した早期の
 借換え

▶ 企業価値を高めるためのポートフォリオ
最適化

▶ 資本をどこに振り向けるかという複雑
なジレンマ。原材料確保のため上流
アセットに投じるべきか、シェア拡大に
向けてバリューチェーンに投じるべきか

原料炭および鉄鉱石市場は、市場に余剰感
が生まれ、価格が低下しているにもかかわ
らず、ボラティリティの高さが続く可能性が
大きいでしょう。

これらの市場は寡占状態にあり、数社が世
界貿易を支配しています。

このため、数社による生産調整により市場
のバランスを変え、価格に影響を及ぼすこ
とが可能となります。

鉄鋼メーカーは垂直統合により、原材料
価格の変動や供給の安定性といった課題に
対応してきましたが、消費者は鉄鋼デリバ
ティブを用いてこうした課題に取り組んで
いるようです。金融商品は、中国および
韓国の鉄鋼メーカーを含むアジアの鉄鋼
メーカーの間で利用が増加傾向にあります。 

しかし、鉄鋼デリバティブ市場における鉄鋼
メーカーの占める割合は、依然として低い
ままです。

将来の需要に備える
世界経済における変化のスピードや度合
い、そしてグローバルに統合された鉄鋼
ビジネスに影響を及ぼす要因がますます
複雑に絡み合っていることから、広い視野を
持つことが極めて重要となります。
鉄鋼メーカーが成功するためには、プロダク
トミックスを最適化し構築する方法を見極
め、新たな市場に資金を投じる準備ができ
ているかを判断する必要があります。

需要は発展途上国へとシフトを続けており、
鉄鋼業界は中国に向かい、ブラジル、ロシア
およびインドにも注目しています。

また、都市化が進むアフリカでは、今後、
需要の争奪戦により、数年以内に現在の
状況がまったく変わってしまう可能性も
あります。

世界中の大半の鉄鋼市場で景気が上向き、
需要が増大する兆しがあります。

インフラ整備 ー 
都市化と中産階級の増加は、引き続き建設
業界における鉄鋼需要を増加させる世界的
なトレンドとなるでしょう。

インフラ投資の増加から、2013年の”long 
products（条鋼製品）”の世界的な需要は、
前年比で8%増加しています。

アジアの建設市場は、引き続き、インフラ
整備・建設市場の成長の主な牽引役と
なっており、建設総支出額の40%前後を
占めています。

自動車 ー 
新興国と先進国の両市場で、自動車業界の
鉄鋼需要が増大するでしょう。米国、ブラ
ジル、日本、中国は自動車業界の中心地で
あり、これらの地域では、2016年までに
年率で5～11%の成長率が見込まれて
います。他の素材により代替される恐れ
はあるものの、鉄鋼は依然として乗用車
に用いられる素材の70%近くを占めて
おり、AHSS（高性能の高強度鋼材）などの
付加価値のある製品により、鉄鋼メーカーが
シェアを獲得するチャンスが十分あります。

石油・天然ガス ー 
石油・天然ガス業界では、上流部門において
今後数年にわたり、年間平均支出額6,570
億米ドルに上る大規模な設備投資を続ける
と予想されます。これにより、特に非在来型
プロジェクトで用いられる高品質のOCTG
（油井管）の需要が高まるはずです。さらに、
配給用パイプラインや製油所など、石油・
天然ガスの他のバリューチェーンに対する
大幅な投資も予想されています。

2014年は鉄鋼業界にとって
ターニングポイントとなるか？
鉄鋼メーカーが成功できるかどうかは、
高いマージンをもたらす市場機会にスピー
ディに対応できるかどうかにかかっています。

昨年発行されたEYの『2013年グローバル
鉄鋼業界 これからの世界に対応する新戦
略』では、2013年に鉄鋼市場は底打ちした
のかどうかが問われました。2013年に市況
が大幅に改善するという期待は、過剰生産
能力が引き続き鉄鋼業界の重荷となった
ため実現せず、中国を除いて、鉄鋼需要の
伸びは予想を下回りました。

しかし、マージンの安定や改善を反映して
価格動向と業績が好転した結果、成長の
兆しはみられています。2013年に比べ、
2014年の見通しは若干好転するとみられ、
2015年以降はさらに成長が見込まれます。
鉄鋼業界は将来を見据えて計画を立案し、
チャンスを利益に変え、将来の需要を取り
込むことに注力しています。すぐに状況が
変化するわけではありませんが、需要の中
心地は変化するでしょう。しかし、鉄鋼業界
は今後10年間で次第に勢いを増すと予想
され、今後の状況も楽観的です。
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